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十勝地方の冬の気温について＊

輪 健 治＊＊

　1．　はしがき

　北海道，十勝地方の北東山岳部に陸別町というところ

がある．ここは冬になると寒いことで有名で，しばしば

日本一の低温を示し新聞等を賑わすことが多い．区内観

測所の資料を調べると，なるほどここは寒い十勝の中で

もとびはなれた酷寒の出現する地帯であるらしい．

　昭和38年までの記録をみると，本邦における最低気温

の極は旭川の一41．0。Cが第1位，帯広の一38．20Cが

これに次いでいる（前記の陸別では，昭和8年から観測

が始まって，その極は一37．10C）．これらはいずれも明

治年代に生れたものであるが，両者の最低気温極値の差

（第1図）には長期の周期的変動がみられ，その振幅が

大きいことが目立つ．これらのことは，両者の低温の起

る原因に地方的な差異があることを示すものであろう．
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観察すると，夜間よく晴れて風の弱い夜明け方にでるの

が通例で，とくに帯広市内では強い接地逆転が発達する

のをしばしば経験する．一般に寒気は移流による低温の
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第1図　最低気温極値の差の経年変化
　　　　（帯広・旭川）
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　また気温は一般に北方ほど低温であるべきであるが，

冬の寒気をもたらす北西季節風をまともにうけ悪天とな

る日本海側，脊陵山脈をこえて好天をもたらされる太平

洋側では差異があり，さらに夜間放射の影響を大いにう

ける内陸と浩岸とでは大きな違いがある．まず平均的な

状態をみるために北海道各地の最近3力年平均最低気温

（1．2～2月）をとり，緯度との関係をみたのが第2図だ

が，内陸部とくに陸別では最低温の感がある．

　十勝地方で異常な低温の出現するとぎの気象の推移を
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第2図
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緯度別平均最低気温
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場のみによるのではなく，むしろその低温場に夜間放射

による相当量の温度降下が更に加わるようなとき，即ち

夜聞冷却が主因であることは大橋等1）の調査でも明らか

である．しからばこのような冷却を起す高度の安定は何

に起因するのであろうか．一つは西高東低の冬型気圧配

置にもとずく一般的なものであり，他は内陸のもつ局地

的な特性に帰せしめざるを得ない．

　低温の起る機構にはなお論議の余地が多いが，ともか

く冬の夜，静穏・快晴になる確率1／2という十勝地方の

内陸部は強い冷却が起る気象条件にあるといえるし，ま

たこういう場合の最低気温は小規模な地形や小範囲の地

被状態の影響をうけよう．

　これらを含めて十勝の寒さについての調査をしたので

報告する．

＊Winter　Temperature　in　Tokachi，Hokkai－do

＊＊Kenji　Miwa帯広測候所

　一1963年8月28日受理一

1963年11月

2．　最低気温の分布

第3図は最近もっとも気温が低かった日の最低気温の
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第3図最低気温分布図
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第4図　平均最低気温の偏差（帯広を基準にした）
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分布の模様と天気図で，気圧配置は西高東低の冬型であ

り，前夜から朝にかけて全域とも静穏・快晴であった．

陸別方面に極端に低い地帯があり，海岸と西部山岳部に

高いところがある．これは3力年平均の帯広との偏差

（第4図）をとっても同様な分布を示し一般的な傾向と

いえそうである．西部山岳部の高いのは，冬型気圧配置

の際にはこの方面は雲が多く雪の降ることが多いことで

理解される．

　5．　最低気温の推定

　最低気温の予報ではかなりの正確度で推定できること

が多いから，分布の推定には基準観測所の予報値に適当

なPredictorによる補正をしていけば，場合によって実

用性のある方法と考える．

　最低気温分布の定量的な予想法には多くの調査研究が

あり，その一つに正務・米久保2）の方法，さらにこれを

発展させた角野3）の研究がある．

　角野の方法を要約すると，ある地点の最低気温（！・）

はそのときの，はん気象条件（あ）と標高，緯度，地被

および海洋等の各効果，即ち地理的条件（0）と天気（N）

および風（7）で定まるとし

、天気”10．11．
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のように表わせると老え，各地の地形因子を係数化して

表現し，実用化に成功された．

　ここでは，この方法をそのまま最近3力年の十勝地方

の資料で追試した結果の一部をのせる．

　第5図でもわかるように，静穏・快晴の場合はかなり

の精度て実測と推定が一致するが，雲の多いとき，およ
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び強風の場合は成績がわるい．これは角野もいっている

ように，全域の天気・風を基準点をもって代表させたこ

と，地理的条件をもとめるのに一方が他方（天気・風）

に無関係に求めたことに問題があるようである．しか

し純粋な地理的条件を分離するためには，非常に精度の

高い関係式が定まらないと不可能であろう．
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第5図　推定と実測分布の比較

　4．　はたして冬は暖かくなっているか？

　近年，北半球全体に温暖化の傾向があって，それが冬

に顕著であるといわれている4）．また・一方，斉藤5）は北

海道の冬についての調査で，冬の気温上昇は都市の発展

に伴なって起るとして，これを否定している．これらの

検証のため，帯広市と陸別町の資料をとり，年変化（第

6図）を比較してみた．

　これをみると帯広ではたしかにある一定の上昇がみら

れ，陸別では年変化はほとんどみられないし，両者の差

は近年，大きくなりつつある．つまり冬の温暖化は帯広

についてはいえるが陸別にはその傾向がないといえそう

である．

　気温上昇が帯広市の人口が漸増した終戦後に顕著に現

われていることは，斉藤のいっている都市の発展による

人為的な要素が原因と思われる．

　もちろんこれは地球全体からみれば，非常に小さな十

勝のしかも帯広と陸別の資料からの推論であって，これ

をもって断定はできないが，気候変動の立場からも今後

とも調査しなければならない問題である．
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　5．　国鉄の資料について

　最近，国鉄の小利別駅（陸別町にある）で観測された

最低気温がしばしば新聞・ラジオ等に発表になる．帯広

と比較しても下り方が異常であり，発表資料には疑問を
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第6図　気温の経年変化（帯広・陸別）
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もっていたところ，たまたま小利別駅から50m程，離

れたところで北海道開発局の委託による観測をしている

中学校があり，調べてみるとここの測器は検定付のもの

を使っており，精度はややよいと考えられるので両者の

資料（67コ）を比較検討してみたのが第7図である．
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第7図　最低気温の比較（国鉄・開発局）

　両者の違いが15。Cいうものもあり，場所・測器等を

考慮に入れても差がありすぎるし，一般に国鉄小利別の

観測値は低目にでる傾向が明らかである．

　6．　結　語

　以上の調査でえられた結果のうちおもなものをあげれ

ば，

　1）寒さは一般に高緯度にきびしいのが普通だが，そ

れ以上に夜間放射の影響が大ぎく，とくに内陸部に強い．

またおなじ内陸でも日本海側（旭川）と太平洋側（帯広）

では，冷却の原因に差異があるらしい．

　2）最低気温の分布では陸別方面に酷寒地帯があり，

正に全国一に観がある．また角野による分布の推定を追

試した結果はある程度の誤差を許容するならば可能性が

ある．誤差を生む原因としては基準点の天気・風をもっ

て代表させたことにあると思われる．

　3）北半球の温暖傾向には諸説があるが，帯広・陸別

の年変化を調べた限りではその傾向はみとめられない．

　4）国鉄（小利別）の資料は，測器に問題があり，そ

の使用には注意が必要である．
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　100mbよりも高い大気層では突然昇温のような激しい

変化が起ることが発見され，これは上方から下部成層圏

までも伝播してくることが分っている．この現象は対流

圏の気象にも微妙なしかも重大な効果を与えるものと思

われる．大気中では上層と下層の結びつぎがあることは

疑いないが，これを明らかにするには大気全体について

のもっと詳しい知識を必要とし，I　QSYのシノプティ

ック観測計画を必要とするゆえんである．

　太陽活動サイクルが大気に及ぼす効果の例としては，

太陽活動極大期に盛んであったその活動中心からの紫外

線及びX線の輻射による大気の加熱と膨脹を引用でぎよ

う．人工衛星の軌道あたりの大気の平均温度は衛星が受

ける空気抵抗から計算すると1957年から1960年にかけて

一様に減少している．これを外挿するとI　Q　S　Yには

24

極小となることが期待できる．この他Nicoletの計算に

よるとエグゾスヒアでは太陽サイクルがその組成に大ぎ

な影響があるが，・ケヅト観測の結果もこれを実証し，

太陽活動極大期には水素がヘリウムより多量に存在する

ことを示している．

　これらの例は気象学の一般的関心が向けられている高

さよりはるかに高い層での現象である．しかし，大気の

底層についての定量的な知識を得るためには大気全体を

知らなくてはならないことが次第に明らかになってき

た．気象学の将来は高々度へと方向づけられており，

I　Q　S　Yは大気がその基本的状態ともいうべぎ状態にあ

る時期についての大気科学における各学問領域にまたが

る巾広い研究に強い刺激を与えるだろう．

　　（Weatherwise16巻4号のIQSY1964－1965，

　　　　　　S．Ruttenbergからの紹介．関口理郎）
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